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　１月19日e～20日fに開催された「幼児スケート教室」に参加し

た子どもたちが、元気に滑っている様子です。�

　運動公園スケート場がオープンして２年が経過。近い将来、この

リンクからオリンピック選手誕生！などとうれしいニュースが届く

ことを期待しています。�

「将来はオリンピック選手？」�

中標津町ホームページの�
ＵＲＬは　http://www.nakashibetsu.jp　�
メールは　nakasi- t＠aurens.or.jp�

携帯サイトは　http://j.nakashibetsu.jp/
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新
成
人
と
し
て
の
�

第
一
歩
�

　
平
成
十
八
年
中
標
津
町
成
人
式
が
総
合
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
二
百
十
四
人
の
新
成
人
が
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
姿

で
出
席
し
、
華
や
か
な
雰
囲
気
の
中
式
典
が
執
り

行
わ
れ
、
新
成
人
代
表
の
大
西
勝
也
さ
ん
と
高
橋

亜
里
沙
さ
ん
が
町
民
憲
章
を
朗
読
。
さ
ら
に
嵯
峨

安
弘
さ
ん
と
笹
田
真
沙
季
さ
ん
が
「
一
層
の
責
任

を
自
覚
し
社
会
に
恥
じ
る
こ
と
な
く
、
積
極
的
に

行
動
し
ま
す
。」
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
新

成
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
、
出
席
者
一

同
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
�

地球が丸く見える

1
7
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地球が丸く見える

1
1

平
成
十
八
年
の
初
日
の
出
�

　
永
年
に
わ
た
り
、
町
の

発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
十

四
人
、
四
団
体
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

同
時
に
中
小
企
業
卓
越
技

能
者
一
人
の
表
彰
も
行
わ
れ
、

列
席
し
た
関
係
者
か
ら
祝

福
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
�

　
受
賞
者
の
方
々
（
団
体
）

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）
�

自
治
貢
献
賞
�

　
小
林
賢
二
 
上
村
　
力
 
 
�

 
丸
田
良
夫
�

社
会
貢
献
賞
�

　
岳
田
道
雄
 
田
中
利
夫
�

産
業
貢
献
賞
�

　
後
藤
一
男
�

善
　
行
　
賞
�

　
㈱
中
標
津
町
自
動
車
学
校
 

　
松
實
武
夫
�

教
育
文
化
奨
励
賞
�

　
小
濱
和
音
　
梶
原
光
子
 
 
�

　
久
保
富
彦
　
阿
部
郁
子
 

　
木
村
元
治
　
森
　
和
廣
�

　
笠
井
雅
治
�

 
手
作
り
布
絵
本
サ
ー
ク

　
ル
ど
ん
ぐ
り
�

　
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル

　
お
は
な
し
の
木
 
�

　
計
根
別
同
志
会
�

中
小
企
業
卓
越
技
能
者
�

　
川
村
宏
二
�

�

地球が丸く見える

1
17

中
標
津
町
表
彰
式
�

　
毎
年
、
初
日
の
出
を
拝
も
う
と
開
陽
台
に
は
多

く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
�

　
今
年
は
、
約
百
五
十
人
が
朝
早
く
か
ら
ス
タ
ン

バ
イ
。
空
は
明
る
く
な
る
も
の
の
雲
が
多
く
あ
き

ら
め
か
け
て
い
た
午
前
七
時
頃
、
雲
の
切
れ
間
か

ら
初
日
の
出
が
顔
を
出
し
、
訪
れ
た
方
々
も
満
足

そ
う
に
初
日
の
出
を
拝
み
、
各
々
新
年
の
誓
い
を

立
て
て
い
ま
し
た
。
�
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申告はお早めに!申告はお早めに!
※医療費控除額は、実際に還付される金額ではありません。また、所得税が源泉徴収されていない場合還付金額は発生しません。�

医療費�
控除額の�
計算方法�

平成17年中に�
支払った医療費�

Ａ�

Ａ�

医療費控除額�
（最高200万円）�

保険金などで�
補てんされる金額�

10万円または�
所得金額の5％�

（どちらか少ない額）�

必要な�
添付書類�

必要な�
添付書類�

所得税・消費税・贈与税　　根 室 税 務 署 10153－23－3261�
　　　　　　　　　　　　　（札幌国税局）http://www.sapporo.nta.go.jp�
町　　　　　　　　　税　　中標津町役場税務課 173－3111〈内線207・209〉�
　　　　　　　　　　　　　http://www.nakashibetsu.jp⇒『税について』�
　　　　　　　　　　　　　※様式等はホームページからのダウンロードが便利です。�

　本人、又は生計を一にする家族全員について平成17年中に支払った医療費から、以下の計算方法によって医療
費控除額※を算出し、所得控除額に加算します。�

医療費を支払った時の申告�

マイホームを取得した時の申告�

高額な医療費の支払いがあった方や、マイホームを取得された方は、確定申告をすることによって�
税額の控除を受けられたり税金が還付されることがあります。以下の事例を参考にご準備下さい。�

①別記「申告に必要なもの」参照�
②医療費等の領収書�
　※領収書は、必ず医療を受けた人・医療機関別に仕分けし、それぞれ合計金額を算出してお越
し下さい。�

③生命保険に伴う給付金や、高額医療費の補てん等の支払いを受けた金額がわかるもの�

　平成17年中に住宅ローン等を利用してマイホームを新築、購入、増改築をした場合、一定の要件に該当する方は、
居住の用に供した年から10年間控除を受けられます（最高40万円、９・10年目は最高20万円）。なお、給与所得
者は１年目に確定申告をすると、２年目以降は年末調整で控除が受けられます。�

�
①別記「申告に必要なもの」参照�
②住民票（平成18年１月以降交付のもの）�
③登記簿謄（抄）本、請負契約書または売買契約書等、家屋の取得年月日、
床面積、取得価格が明らかになるもの�
④住宅取得資金に係る借入金の年末残高証明書�
⑤住宅ローン等に含まれる敷地等の購入に係るローン等について控除を受ける場合は、登記簿謄（抄）
本（登記事項証明書）、分譲に係る契約書等、その敷地等の取得価格・取得年月日等が明らかに
なるもの�
※増改築の場合は上記書類のほかに、建築確認通知書・検査済証の写し、又は建築士から交付を受
けた増改築工事証明書等が必要です。�

所得税申告��
　申告書は、国税庁ホームページ≪http://www.nta.go.jp≫の「確定申告書等作成コーナー」
で簡単に作成することができます。作成した申告書は郵送などの送付により提出できます。
また、納税には振替納税を、還付金のお受取には口座振込みの利用をお勧めします。�
�
消費税申告��
　個人事業者の消費税申告相談を３月22日（水）～23日（木）の２日間（午前10時～午後３時）、中標津
経済センターで行います。ご相談のある方は、お気軽にお越し下さい。�

税務署からのお願い�税務署からのお願い�
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�

　本年も各種申告の時期となりました。事業者（営業者）等は、申告
受付期間内に確定申告を行い、納税することになっています。また、
国民健康保険に加入している方は、保険税額の算定の為収入が無い場
合でも必ず町・道民税（国民健康保険税）申告をして頂くことになり
ます。�

平成17年分（平成17年1月1日～12月31日までの）�

申告はお早めに!申告はお早めに!申告はお早めに!

役場での申告受付期間（土・日は受付していません）�
●給与・年金所得者�
●外交員・集金人など�
●町・道民税（国民健康保
険税）申告をされる方�
２月16日E～３月15日D�
　※還付申告については受

付中です。�

　平成18年1月1日現在、当町に居住している、又は
していた方で、次に該当する方は申告が必要です。�
○給与所得者で年末調整をしていない方�
○個人事業（サービス業・農業・保険外交員等）を
営んでいる方�
○雑所得（年金・恩給等）、一時所得、不動産所得等
各種所得のある方�

●個人事業者（商店・飲
食業など）�
２月21日C～22日D

■上記以外の期間は税務
署にて申告するか、中
標津町商工会に相談下
さい。�

●譲渡所得・不動産所得者�
●贈与税の申告をする方�

�
２月21日C～22日D�
■上記以外の期間は税務
署にて申告下さい。�

●消費税の申告�
①平成15年中の課税売上
高が1,000万円を超える
個人事業者の方�
②「消費税課税事業者選
択届出書」を提出した
個人事業者の方�
３月31日Fまで�

■税務署にて申告下さい。�

2月21日C・22日Dは、根室税務署職員が申告を受付けします。�
～所得税・贈与税など国税の申告・ご相談のある方は、お気軽にお越し下さい～�

受付時間�

会　　場�

21日／9:00～16:00�
22日／9:00～15:00（両日12:00～13:00を除く）�

役場内確定申告会場（101会議室）　�
※混雑が予想されますのでお早めにお越し下さい。�

申告が必要な人�
　給与・年金所得者は源泉徴収票又は支払証明
書を、その他の所得者は帳簿等関係書類をお持
ち下さい。また、受けようとする各種控除によ
って添付・提示する書類が異なりますので、事
前に確認下さい。印鑑をお忘れなく。�
　税金の還付を受けられる方は、口座番号の分
かるものを合わせてお持ち下さい。�

申告に必要なもの�

税制改正について�
　平成17年10月・平成18年１月号広報紙にて既にお知らせしていますが、今年度は大幅な所得税の税制改正があり、
申告においても所得の計算方法・所得控除の内容が変更されています。改正点は以下のとおりです。�
　○公的年金等の所得（雑所得）の算出方法�
　　65歳以上の方の公的年金等に係る雑所得の算出方法が改正されています。�
　○老年者控除の廃止�
　　65歳以上で所得が1,000万円以下の方について、所得金額から差し引かれていた老
年者控除が廃止されています。�

　○ 寡婦（寡夫）控除の適用�
　　上記老年者控除の廃止に伴い、これまで適用されていなかった老年者につきまし
ても寡婦（寡夫）控除が適用されます。�

※税制改正により、従来の住民税申告書を使用出来ない方が多数見受けられる為、住民税申告書は本年度より送
付していません。申告書は役場・税務署に取り揃えていますので、申告書をお持ちでない方もお越し下さい。�

税務署からのお願い�
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字
名
地
番
改
正
の
実
施�

　
町
で
は
、
現
在
「
字
中
標
津
」
の
所
在

で
表
示
さ
れ
て
い
る
区
域
が
広
範
囲
に
亘

っ
て
お
り
、
所
在
地
番
だ
け
で
は
、
位
置

を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
な
ど
、

日
常
生
活
に
お
い
て
非
常
に
不
便
、
不
都

合
が
生
じ
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
問
題

を
少
し
で
も
解
消
す
る
べ
く
、
「
字
中
標

津
」
地
域
を
あ
る
程
度
細
分
化
し
、
新
た

な
所
在
名
を
付
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
時
に
市
街
地
内
に
お
い
て
既

に
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
区
域
等
に
つ
い

て
は
、
条
丁
目
表
記
と
し
て
追
加
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。�

�

改
正
の
実
施
時
期
な
ど�

　
今
回
の
改
正
は
、
平
成
十
八
年
二
月
二

十
日
に
施
行
し
ま
す
。�

　
改
正
の
対
象
区
域
内
に
住
所
を
持
つ
方

に
は
、
新
し
い
住
所
を
二
月
二
十
日
以
降

に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
手
続
き

等
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

�

住
所
な
ど
の
変
更
手
続
き�

　
戸
籍
や
住
民
票
な
ど
町
が
職
権
で
変
更

す
る
も
の
と
、
改
正
区
域
内
の
皆
さ
ん
に

自
分
で
手
続
き
し
て
い
た
だ
く
も
の
が
あ

り
ま
す
。
主
な
手
続
き
に
つ
い
て
は
別
途
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
改
正
区
域
内
の
法
人
に
つ
い
て
も
、
住

所
変
更
登
記
や
住
所
変
更
に
係
る
異
動
届

出
の
提
出
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。�

　
住
所
変
更
申
請
な
ど
で
、
「
字
名
地
番

改
正
に
係
る
証
明
書
」
が
必
要
な
場
合
は
、

二
月
二
十
日
以
降
に
街
づ
く
り
推
進
室
街

づ
く
り
推
進
係
ま
で
申
し
出
て
下
さ
い
。

交
付
は
無
料
で
す
。�

　
住
所
の
変
更
手
続
き
は
、
改
正
施
行
日

「字中標津」地域などの�
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の
二
月
二
十
日
か
ら
行
っ
て
下
さ
い
。�

　
親
戚
・
知
人
・
友
人
・
取
引
先
な
ど
に

も
新
住
所
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。�

�

そ
の
他
留
意
事
項�

　
改
正
区
域
内
に
居
住
し
て
い
て
も
、
現

在
の
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
が
、
改
正
前

の
土
地
所
在
・
地
番
と
異
な
っ
て
い
る
場

合
に
は
、
町
が
職
権
で
行
う
住
所
の
書
き

換
え
か
ら
漏
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
よ
う
な
方
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
街
づ
く
り
推
進
室
街
づ
く
り
推
進
係
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。�

�

新
し
い
所
在
名
・
地
番
と
住
所�

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
土
地
の
所
在
名
と

地
番
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
皆

さ
ん
の
使
用
し
て
い
る
家
屋
な
ど
建
物
の

住
所
も
同
時
に
変
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。�

　
な
お
、
各
土
地
の
所
在
地
番
新
旧
対
照

表
は
、
役
場
内
街
づ
く
り
推
進
室
窓
口
及

び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
二
月
二
十
日
よ

り
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。�【変更例】�

改正前�

□土地の表示　字中標津○○○○番○○�

□住　　　所　字中標津○○○○番地○○�

�

改正後�

□土地の表示　青葉台△△番△△�

□住　　　所　青葉台△△番地△△�
�

※地番も新たな番号が付番されます。�

【改正の内容】�
　←左記対照表�
　↓下記区域図�
　　のとおり改正します。�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

新たな区域�
（土地の所在地）名称�

従来の区域�
（土地の所在地）名称�

■町の区域を変更するもの�

■字の区域を廃止するもの�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字俣落の一部�

字中標津の一部�

字俣落の一部�

字開陽の一部�

字中標津の一部�

字開陽の一部�

字中標津の一部�

字俵橋の一部�

字中標津の一部�

字俵橋の一部�

字中標津の一部�

字俵橋の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字当幌の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

字中標津の一部�

新たな区域�
（土地の所在地）名称�

従来の区域�
（土地の所在地）名称�

■町の区域を新設するもの�

字の名称　　　字　中　標　津�

桜ヶ丘３丁目�

緑町北１丁目�

緑町北２丁目�

緑町南１丁目�

並美ヶ丘１丁目�

丸山３丁目�

北町１丁目�

西10条南６丁目�

西11条南６丁目�

東13条南11丁目�

東14条南11丁目�

東16条南３丁目�

東19条南８丁目�

東19条南９丁目�

東20条南８丁目�

東20条南９丁目�

東21条南８丁目�

東21条南９丁目�

東22条南８丁目�

東22条南９丁目�

東28条南３丁目�

東29条南３丁目�

東30条南３丁目�

東28条北６丁目�

東32条北４丁目�

東32条北７丁目�

東32条北８丁目�

東33条北５丁目�

字当幌本通�

青葉台�

�

りんどう町�

�

�

北　中�

�

東　中�

�

俵　中�

�

旭ヶ丘�

�

共　立�

南　町�

南　中�

東当幌�

�

緑ヶ丘�

川西５丁目�

川西６丁目�

川西７丁目�

川西８丁目�

桜ヶ丘４丁目�

緑町北４丁目�

緑町北５丁目�

並美ヶ丘４丁目�

西14条北15丁目�

東33条北６丁目�

東19条南７丁目�

東20条南７丁目�

東21条南７丁目�

東22条南７丁目�

あざとうほろほんどおり�

あお  ば だい�

�

　　　　　　　  ちょう�

�

�

きた   　なか�

�

ひがし　  なか�

�

ひょう　ちゅう�

�

あさひがおか�

�

きょう　りつ�

みなみ　まち�

みなみ　なか�

ひがしとうほろ�

�

みどりがおか�

かわにし      ちょうめ�

かわにし      ちょうめ�

かわにし      ちょうめ�

かわにし      ちょうめ�

さくらがおか      ちょうめ�

みどりまちきた   ちょうめ�

みどりまちきた   ちょうめ�

なら  び   が  おか     ちょうめ�

にし      じょうきた    ちょうめ�

ひがし  じょうきた     ちょうめ�

ひがし   じょうみなみ    ちょうめ�

ひがし   じょうみなみ    ちょうめ�

ひがし   じょうみなみ    ちょうめ�

ひがし   じょうみなみ    ちょうめ�

2月20日から�

《字名地番改正についての問い合わせ先》�
　建設水道部街づくり推進室街づくり推進係　173-3111　内線353　FAX 73-5333

※改正区域内に住所を持つ方には、個別に新
住所や住所変更に係る必要な手続き等を２
月20日以降に通知しますが、改正区域内
に居住しているのに通知が届かないという
方は、お手数ですが下記までお問い合わせ
下さい。�

さくらがおか　　ちょうめ�

みどりまちきた　　 ちょうめ�

みどりまちきた　　 ちょうめ�

みどりまちみなみ　　 ちょうめ�

なら  び   が  おか　  ちょうめ�

まるやま　　ちょうめ�

きたまち　　ちょうめ�

にし　　じょうみなみ　 ちょうめ�

にし　　じょうみなみ　 ちょうめ�

ひがし 　じょうみなみ　  ちょうめ�

ひがし 　じょうみなみ　  ちょうめ�

ひがし 　じょうみなみ　  ちょうめ�

ひがし 　じょうみなみ　  ちょうめ�

ひがし 　じょうみなみ　  ちょうめ�

ひがし 　じょうみなみ　  ちょうめ�

ひがし 　じょうみなみ　  ちょうめ�

ひがし 　じょうみなみ　  ちょうめ�

ひがし 　じょうみなみ　  ちょうめ�

ひがし 　じょうみなみ　  ちょうめ�

ひがし 　じょうみなみ　  ちょうめ�

ひがし 　じょうみなみ　  ちょうめ�

ひがし 　じょうみなみ　  ちょうめ�

ひがし 　じょうみなみ　  ちょうめ�

ひがし 　じょうきた 　   ちょうめ�

ひがし 　じょうきた 　   ちょうめ�

ひがし 　じょうきた 　   ちょうめ�

ひがし 　じょうきた 　   ちょうめ�

ひがし 　じょうきた 　   ちょうめ�
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ススキとカラマツ�

No.1

「庭のススキ」（水彩）�

「ヨモギ紅葉」（水彩）�

　
「
な
か
し
べ
つ
再
発
見
」
を
テ
ー
マ
に
、

絵
と
短
文
で
ス
ケ
ッ
チ
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。�

　
私
こ
と
、
今
年
七
十
一
歳
に
な
り
ま
す
。�

　
し
た
が
っ
て
、
結
構
な
歳
月
が
流
れ

ま
し
た
。�

　
中
標
津
も
、
私
の
子
ど
も
の
頃
と
は

ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
も
の
で
す
。
町
並

み
だ
っ
て
、
道
路
だ
っ
て
、
酪
農
家
の

建
物
だ
っ
て
、
そ
り
ゃ
ー
ず
い
ぶ
ん
変

わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
生
活
が
豊
か

に
な
っ
て
便
利
に
な
っ
て
、
ほ
ん
と
隔

世
の
感
あ
り
で
す
。�

　
そ
れ
で
も
、
さ
す
が
に
武
佐
山
の
た

た
ず
ま
い
は
変
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
仰
ぎ

見
る
と
心
が
落
ち
着
き
ま
す
。
変
わ
っ

て
ほ
し
く
な
い
象
徴
で
す
。�

　
実
の
と
こ
ろ
、
道
端
に
生
え
て
い
る

野
生
植
物
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

基
本
的
に
は
、
懐
か
し
い
種
類
の
も
の�

が
ず
い
ぶ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。�

　
「
カ
ラ
マ
ツ
」
で
す
が
、
中
標
津
の

至
る
所
に
美
し
い
並
木
を
作
っ
て
い
ま
す
。

確
か
、
畑
の
防
風
林
と
造
材
を
兼
ね
て

植
林
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
が
昔
か

ら
の
地
域
の
伝
統
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

戦
後
も
『
中
標
津
の
未
来
の
た
め
植
林

し
よ
う
』
の
掛
け
声
が
盛
ん
に
交
わ
さ

れ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。�

　
さ
て
、
こ
れ
を
バ
ッ
ク
に
ス
ス
キ
を

描
い
て
み
ま
し
た
。
秋
の
気
配
が
感
じ

ら
れ
る
頃
、
カ
ラ
マ
ツ
の
木
陰
に
白
く

浮
き
出
る
ス
ス
キ
の
穂
の
美
し
さ
は
、

ま
ぶ
し
い
ほ
ど
で
す
。�

　
次
は
ヨ
モ
ギ
で
す
。
ヨ
モ
ギ
団
子
、

傷
薬
、
モ
グ
サ
等
々
昔
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
素
材
で
し
た
が
、
今
は
、
余
り

利
用
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
秋
に
は

紅
葉
し
て
野
山
に
野
生
の
風
情
を
か
も

し
だ
し
ま
す
。�

　
こ
の
絵
は
モ
ノ
ク
ロ
で
描
き
ま
し
た
。�

中標津町在住の画家清水克美さんの協
力により、２月号から２ヶ月に１回「な
かしべつ再発見」の連載（６回）を始
めます。　�
この連載は、木版画家細見浩氏、画家
（油絵）西川孝氏に続く第３弾で、「北
の風景、北の野の花」をテーマに中標
津の自然を絵と文のスケッチにより綴
ります。�
�
清水さんは、昭和10年に開陽で生まれ、
一時中標津を離れましたが、高校まで
中標津町で過ごし、その後北海道学芸
大学札幌校（現北海道教育大学美術）
を卒業し、昭和32年から俣落中学校を
振り出しに根室管内の小中学校の教員
を務め、平成７年に根室市立北斗小学
校長で38年間の教職生活を終えました。�
現在は、自宅で油絵、水彩画を制作活
動中。�
（画歴）�
昭和43年～昭和49年、北海道美術協
会展入選�
昭和45年～昭和50年まで新世紀美術
協会会員�
●昭和47年、ＮＨＫ釧路放送局ギャラ
リーにて油彩画個展�
●平成９年、根室市文化会館にて水彩
画個展�
●平成11年、標津町生涯学習センター
にて道展会員長谷川雅章氏と二人展�
●平成13年、釧路市宮田画廊にて水彩
画「野の花」個展�
�

p
rofile

プロフィール�
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��

健康いちばん�

町立中標津病院　外科医長　　横　田　良　一�
（外科専門医、消化器外科専門医）�

「がんで〝いのち〟を失わないために」�

平
成
十
七
年
　
各
賞
受
賞
者
紹
介
�

　
平
成
十
七
年
中
に
叙
勲
・
褒
章
、
そ
の
他
三
権
の
長
、
各
省

庁
・
官
庁
の
長
の
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
町
内
在
住
の
方
々
を
ご

紹
介
し
ま
す
。�

�

受
　
　
賞
　
　
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

敬
称
略)�

�����������������������

　
各
賞
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
皆
様
に
、�

　
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

○
消
防
庁
長
官
表
彰
　(

平
成
十
七
年
三
月
四
日
受
賞)�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
　
藤
　
信
　
也�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
永
年
に
わ
た
る
中
標
津�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
団
分
団
長
の
功
績
）�

�

　
　
　�

○
法
務
大
臣
表
彰
　(

平
成
十
七
年
十
月
二
十
一
日
受
賞)�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
田
　
武
　
三�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
永
年
に
わ
た
る
更
生
保�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護
事
業
の
功
績
）�

����

○
内
閣
総
理
大
臣
賞
　(

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
三
日
受
賞)�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
　
藤
　
昭
　
男�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
　
藤
　
美
智
子�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
十
六
年
度
全
国
優
良�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畜
産
経
営
管
理
技
術
発
表�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
酪
農
経
営
部
門
最
優
秀�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賞
の
功
績
）�

　
「
が
ん
」
と
い
う
と
多
く
の
方
に
と
っ

て
気
に
な
る
病
気
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
早
い
段
階
で
発
見

さ
れ
れ
ば
『
が
ん
＝
死
の
病
』
で
は
な
く

な
り
ま
し
た
。
と
く
に
、
胃
が
ん
や
大
腸

が
ん
は
毎
年
検
診
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

早
い
う
ち
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
が

ん
に
よ
る
死
亡
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

と
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
標
準
的
な

治
療
方
法
も
そ
れ
ぞ
れ
の
学
会
か
ら
胃
癌

治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
大
腸
癌
治
療
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
な
ど
が
示
さ
れ
、
通
常
こ
れ
に

沿
っ
て
行
わ
れ
る
た
め
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
て

い
る
と
い
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
病
気
で
自
ら
の
命
や
大
切
な
人
を
失

わ
な
い
た
め
に
は
、
予
防
と
早
期
発
見
が

大
切
で
す
。
�

　
胃
や
大
腸
は
食
べ
た
物
が
入
る
た
め
、

食
べ
も
の
の
影
響
を
強
く
受
け
ま
す
。
特

に
食
塩
や
脂
肪
の
取
り
す
ぎ
と
タ
バ
コ
は

胃
が
ん
と
大
腸
が
ん
に
な
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
逆
に
野
菜
、
果
物
、
適
度
な
運
動

は
が
ん
に
な
り
に
く
く
な
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
�

　
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
は
、
年
一
回
、

症
状
が
な
く
て
も
胃
バ
リ
ウ
ム
（
あ
る
い

は
内
視
鏡
検
査
）
と
大
腸
に
つ
い
て
は
便

検
査
（
便
潜
血
陽
性
な
ら
内
視
鏡
検
査
）

を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
有
効
で
す
。

当
院
で
も
が
ん
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
が
ん
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
身
近
な
人
や
大
切
な
人
に
も
、
が

ん
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
勧
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
�

　
も
し
便
通
が
悪
く
な
る
、
血
が
付
く
な

ど
の
気
に
な
る
症
状
が
あ
っ
た
ら
早
め
に

病
院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
外

科
で
は
、
病
気
が
見
つ
か
っ
た
場
合
そ
の

状
態
に
応
じ
た
治
療
、
あ
る
い
は
苦
痛
を

取
り
除
く
た
め
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
�

�　
お
　
願
　
い
�

　
当
院
に
て
対
応
で
き
な
い
重
症
患
者
の

方
を
、
釧
路
の
総
合
病
院
ま
で
救
急
搬
送

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
救
急

車
が
近
づ
い
て
も
道
を
譲
っ
て
い
た
だ
け

な
い
車
を
追
越
す
時
や
、
急
に
車
が
止
ま

っ
た
時
に
多
重
事
故
に
な
る
こ
と
が
続
い

て
い
ま
す
。
も
し
救
急
車
が
前
方
や
後
方

か
ら
近
づ
い
て
来
た
ら
、
慌
て
ず
道
を
お

譲
り
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
�

�

農
林
水
産
祭
式
典�



10

税　　金�

M A T I O N

2
February

くらしの広場広場�広場�

2

�町
立
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ
�

�①
二
月
の
整
形
外
科
診
療
日
は
、
上
記
�

　
カ
レ
ン
ダ
ー
の
●
印
の
と
お
り
で
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
町
立
中
標
津
病
院
医
事

課
1（
７
２
）８
２
０
０
ま
で
。
�

②
町
立
病
院
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
院

内
全
館
禁
煙
と
な
り
ま
す
。
�

 
詳
し
く
は
、
町
立
中
標
津
病
院
管
理

課
1（
７
２
）８
２
０
０
ま
で
。
�

�町
営
住
宅
入
居
者
募
集
�

�募
集
団
地
　
泉
団
地
�

・
三
階
建
の
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
三
階
）
�

　
平
成
十
三
年
建
設
　
　
　
　
一
戸
�

　
家
賃
　
二
万
一
千
百
円
〜
�

　
　
　
　
三
万
四
千
九
百
円
�

募
集
団
地
　
宮
下
団
地
�

・
二
階
建
の
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
二
階
）
�

　
昭
和
五
十
六
年
建
設
　
　
　
一
戸
�

　
家
賃
　
一
万
五
千
百
円
〜
�

　
　
　
　
二
万
五
千
円
�

募
集
団
地
　
宮
下
高
台
団
地
�

・
二
階
建
の
２
Ｋ
（
一
階
）
�

　
昭
和
六
十
二
年
建
設
　
　
　
一
戸
�

　
家
賃
　
一
万
三
千
五
百
円
〜
�

　
　
　
　
二
万
二
千
三
百
円
�

募
集
団
地
　
旭
第
２
団
地
�

・
平
屋
の
２
Ｄ
Ｋ
�

　
昭
和
四
十
八
年
建
設
　
　
　
三
戸
�

　
家
賃
　
七
千
二
百
円
〜
�

　
　
　
　
八
千
円
�

募
集
団
地
　
東
中
団
地
�

・
平
屋
の
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
�

　
昭
和
五
十
八
年
建
設
　
　
　
二
戸
�

　
家
賃
　
一
万
三
千
八
百
円
〜
�

　
　
　
　
二
万
三
千
五
百
円
�

・
平
屋
の
３
Ｄ
Ｋ
�

　
昭
和
五
十
一
年
建
設
　
　
　
一
戸
�

　
家
賃
　
一
万
六
百
円
〜
�

　
　
　
　
一
万
七
千
五
百
円
�

募
集
団
地
　
計
根
別
団
地
�

・
平
屋
の
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
新
築
）
�

　
平
成
十
七
年
建
設
　
　
　
　
二
戸
�

　
家
賃
　
一
万
九
千
二
百
円
〜
�

　
　
　
　
三
万
一
千
八
百
円
�

・
二
階
建
の
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
二
階
）
�

　
平
成
八
年
建
設
　
　
　
　
　
一
戸
�

　
家
賃
　
一
万
五
千
六
百
円
〜
�

　
　
　
　
二
万
五
千
九
百
円
�

募
集
団
地
　
あ
ず
ま
グ
リ
ー
ン
団
地
�

・
四
階
建
の
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
二
階
）
�

　
平
成
三
年
建
設
　
　
　
　
　
一
戸
�

　
家
賃
　
一
万
三
千
九
千
円
〜
�

　
　
　
　
二
万
三
千
円
�

申
込
期
限
　
二
月
十
四
日
（
火
）
�

受
付
場
所
　
管
理
課
住
宅
係
�

選
考
方
法
　
町
営
住
宅
運
営
委
員
会
の
�

　
意
見
を
聞
い
て
、
入
居
申
込
者
の
住
�

　
宅
困
窮
度
の
高
い
方
か
ら
入
居
を
決
�

　
定
し
ま
す
。
�

�身
体
障
害
児
・
者
の
方
の
補
装
具
�

（
紙
お
む
つ
等
）の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
�

�　
制
度
改
正
に
よ
り
、
紙
お
む
つ
等
を

給
付
す
る
場
合
の
基
準
額
が
一
律
一
万

二
千
円
に
な
り
ま
し
た
。
�

　
詳
し
く
は
、
福
祉
課
福
祉
給
付
係
ま

で
。
�

�二
月
七
日
は
�

「
北
方
領
土
の
日
」�

�　毎
年
二
月
七
日
は
「
北
方
領
土
の
日
」

で
す
。
北
方
領
土
問
題
に
対
す
る
国
民

の
皆
さ
ん
の
関
心
と
理
解
を
さ
ら
に
深

め
、
全
国
的
な
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
北
方

四
島
が
日
本
の
領
土
と
し
て
初
め
て
国

際
的
に
明
確
に
さ
れ
た
日
魯
通
好
条
約

が
調
印
さ
れ
た
二
月
七
日
を
「
北
方
領

土
の
日
」
と
し
て
定
め
ま
し
た
。
�

　
今
年
も
「
北
方
領
土
の
日
」
に
は
、

根
室
市
で
二
〇
〇
六
年
「
北
方
領
土
の

日
」
根
室
管
内
住
民
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
青
少
年
の
弁
論

発
表
を
通
し
て
返
還
要
求
運
動
の
声
を

内
外
へ
表
明
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
二
月
十
一
日

（
土
）
・
十
二
日
（
日
）
の
な
か
し
べ

つ
冬
ま
つ
り
で
も
「
北
方
領
土
返
還
要

求
署
名
活
動
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

日 月 火 水 木 金�土�
�

�

�
納税はお済みですか？�

�

　町道民税、固定資産税、軽自動車

税及び国民健康保険税、介護保険料

の納付をお忘れの方はいませんか？�

　平成17年度の全納期が既に過ぎてい

ます。未納の方は早急に納めましょう。�

　納付書を紛失された方や、納税相談

のある方は各担当係までご連絡ください。�

　税　務　課　納　税　係（内線209）�

　保険介護課保険税係（内線234）�

　保険介護課介護保険係（内線236）�

�

�

�
軽自動車等の　�

　　異動届は確実に�
�

　軽自動車（原付、小型特殊、軽自動

車等）税は、毎年４月１日現在の所有

者に１年間の税金が課税されます。所

有者の異動、廃車等の異動があった場

合は15日以内に異動申告をすることに

なっていますので、お忘れのないよう

申告してください。�

　なお、釧路ナンバーの軽自動車�

（600cc以下の四輪車、125ccを超え

250cc以下のバイク）及び二輪の小型

自動車（250ccを超えるバイク）の異

動、廃車等の申告は、役場ではなく釧

路市にあります軽自動車協会若しくは

釧路運輸支局でしかできませんので、

該当する方はお早めに手続きを行うよ

うお願いします。�

　詳しくは、税務課住民税係（内線

209）まで。�

※釧路地区軽自動車協会�

　〒０８４－０９０６�

　釧路市鳥取大通６丁目１番１号�

　10154-51-0745�

※釧路運輸支局�

　〒０８４－０９０６�

　釧路市鳥取大通６丁目２番13号�

　10154-51-2521

社会保険事務所相談所開設日のお知らせ（1 0154-22-0111）�
日時／２月14日（火）午後１時～午後５時　２月15日（水）午前９時～午前11時30分　　場所／中標津経済センター�

～町税等各種収納金の�
　　　　　　　納付は口座振替で～�
�
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I N F O R M

くらしの広広場�くらしの広
�携

帯
サ
イ
ト
も
�

充
実
さ
せ
て
い
ま
す
�

�　
中
標
津
町
の
携
帯
電
話
用
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
は
、
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
を
参
考
に
、
少
し
ず
つ
充
実
を
は

か
っ
て
い
ま
す
。
�

　
現
在
配
信
し
て
い
る
情
報
は
、
開
陽

台
と
市
街
地
の
ラ
イ
ブ
映
像
や
、「
主

な
施
設
利
用
の
ご
案
内
」、
体
育
館
や

文
化
会
館
等
で
の
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」、

「
町
立
中
標
津
病
院
の
診
療
情
報
」
で

は
、
各
診
療
科
の
曜
日
毎
に
担
当
医
の

情
報
等
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、「
防
災
情
報
」
か
ら
は
「
道

路
情
報
」
や
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る

消
防
署
か
ら
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を

文
字
情
報
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
お
知
ら
せ
」
に
は
、
ご
み
の
出
し
方

や
、
水
道
の
漏
水
や
凍
結
時
の
対
処
方
、

不
審
者
情
報
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
�

　
な
お
、
掲
載
し
て
ほ
し
い
情
報
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
サ
イ
ト
内
に
あ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
中
標

津
町
携
帯
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス
は
、
広

報
中
標
津
の
表
紙
右
下
に
掲
載
し
て
お

り
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
総
務
課
情
報
化
推
進
係

ま
で
。
�

�����町
長
へ
の
手
紙
に
つ
い
て
�

�　
最
近
皆
様
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
ご
意
見
な
ど
の
手
紙
が
町
長
に
届
き

ま
す
が
、
折
角
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等

に
対
し
て
、
差
出
人
の
住
所
・
氏
名
が

不
明
の
た
め
返
答
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
�

　
詳
し
い
内
容
な
ど
を
お
聞
き
す
る
た

め
に
も
、
出
来
る
限
り
ご
連
絡
先
に
つ

い
て
も
記
入
願
い
ま
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
総
務
課
広
報
・
調
査
係

ま
で
。
�

�１
１
０
番
の
接
続
先
が
�

変
わ
り
ま
す
�

�　
今
ま
で
、
中
標
津
・
標
津
・
別
海
・

羅
臼
町
内
の
加
入
電
話
か
ら
１
１
０
番

通
報
し
た
場
合
、
中
標
津
警
察
署
に
接

続
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
三
月
二
日
か

ら
全
て
の
１
１
０
番
通
報
は
北
海
道
警

察
釧
路
方
面
本
部
通
信
指
令
室
に
接
続

さ
れ
ま
す
。
�

　
１
１
０
番
す
る
場
合
は
、
似
た
地
名
、

地
番
が
あ
る
た
め
、「
市
町
村
名
」「
条

丁
目
、
番
地
」「
目
標
に
な
る
建
物
」

等
を
必
ず
通
報
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
�

　
な
お
、
携
帯
電
話
に
つ
い
て
は
、
い

ま
ま
で
と
同
様
に
全
て
北
海
道
警
察
釧

路
方
面
本
部
通
信
指
令
室
に
接
続
さ
れ

ま
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
中
標
津
警
察
署
1
（
７

２
）
０
１
１
０
ま
で
。
�

�自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
�

関
す
る
お
知
ら
せ
�

�　
平
成
十
七
年
一
月
に
「
自
動
車
リ
サ

イ
ク
ル
法
」
が
施
行
さ
れ
、
主
に
次
の

場
合
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
支
払
い
が

必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
�

①
新
車
購
入
時
�

②
既
販
車
は
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
�

　
行
後
最
初
の
車
検
時
�

③
車
検
を
受
け
ず
に
廃
車
と
す
る
場
合
�

　
特
に
③
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
リ
サ

イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
る
前
に
抹
消
済

の
自
動
車
も
含
み
ま
す
。
�

　
ま
た
、
廃
車
の
引
き
渡
し
は
北
海
道

な
ど
で
登
録
を
受
け
た
引
取
業
者
へ
引

き
渡
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の
他
、
運
搬

料
金
な
ど
が
掛
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
�

　
詳
し
く
は
、
根
室
支
庁
環
境
生
活
課

1
０
１
５
３
（
２
３
）
６
８
２
１
ま
で
。
�

町づくりのためのご意見・ご提案・ご相談を�
お待ちしています。�
●中標津町のメールアドレスnakasi-t@aurens.or.jp（代表）�
　※中標津町ホームページ上の「お問い合せ」コーナー
をご利用ください。（直接担当課へ送信できます。）�

●町づくりのための意見・提案・相談専用電話（FAX兼用）�
　（夜間・休日等は留守番電話にて受け付けます）�
　　　　　　                                          1７３－３６６７�

健　　康�

福　　祉�

からだをきたえ　しあわせな家庭にしましょう 　町民憲章より�

　保健センター主催の各種検診受診者、
講演会参加者を募集します。�
　申込先は中標津町保健センター成人
保健係1（７２）２７３３まで。�

�
�
骨粗鬆症検診のお知らせ（３月分）�
�
実施期間　３月１日～３月31日の平日�
申込期間　２月６日～２月20日の平日�
対　　象　20歳以上の女性�
内　　容　問診、骨密度測定（手首）、

診察�
料　　金　1,300円（70歳以上は600円）
定　　員　１日２人（午前中）�
実施場所　町立中標津病院�
�
第２回「町民健康講座」のお知らせ�
�
演　　題　「心の健康とは�
　　　　　　～精神の病気について～」�
講　　師　町立中標津病院�
　　　　　精神科医長 鈴 木 康 義 先生�
と　　き　２月25日（土）�
　　　　　午後１時～午後２時30分�
と こ ろ　中標津町保健センター�
申込締切　２月17日（金）まで�
　　　　　※手話通訳をご希望の方は、�
　　　　　　ご連絡ください。�
�
�
�
�
�

�
「中標津町福祉のつどい」�
　開催のお知らせ�

�
　「障害のある人にも住みよい・明るい
街づくり」をテーマとし、障害のある人
の発達を保障し人権を守るための問題を
地域の方々に知っていただき、家庭や地
域社会で考えていただくきっかけとして、
第14回「中標津町福祉のつどい」が下記
のとおり開催されます。�
　一人でも多くの方の参加をお待ちして
います。�
　詳しくは、福祉課社会福祉係まで。�
日　時　２月19日（日）�
　　　　午後１時～午後３時30分�
場　所　中標津町総合福祉センター�
�



なかしべつ冬まつり 

こ
の
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
　
　 

平成18年 2
VOL.518 （　） 内は前月比 

誕生   15人    死亡   10人 
転入   68人    転出   59人　 

12月31日現在住民登録人口 

町の人口 
男 
女 

世 帯 数 

24,118（＋14） 
11,844（＋  3） 
12,274（＋11） 
10,156（－  4） 

なかしべつ  

広報中標津は、環境保護のために古紙配合率100％再生 
紙および100％植物油型インキ「ナチュラリス100」を使用 
しています。 

第31回 なかしべつ冬まつり 
2月11日（土）～12日（日） 

※内容、時間とも都合により変更になることがあります。 

場所／総合文化会館しるべっと広場　主催／なかしべつ祭り実行委員会 
【お問い合わせ】経済振興課観光振興係　1７３－３１１１内線３６４・３６６ 

「北国の住まいとまちづくりカレッジ2005inなかしべつ」 
～なかしべつ住まいとまちづくりスクール～ 

　中標津町では、バイパス沿いに大型店の出店が

相次いでいますが、中心市街地といわれる地区は

居住者が少なくなり、小売店の減少が目立ってい

ます。 

　市街地の活性化とコンパクトなまちづくりによ

る賑わいの創出を目指し、「居住」という視点かる賑わいの創出を目指し、「居住」という視点から、

なかしべつ住まいとまちづくりスクールを開催し

ます。多くの方の参加をお待ちしています。 

　詳しくは、企画財政課（主幹）内線326まで。 

 

　中標津町では、バイパス沿いに大型店の出店が

相次いでいますが、中心市街地といわれる地区は

居住者が少なくなり、小売店の減少が目立ってい

ます。 

　市街地の活性化とコンパクトなまちづくりによ

る賑わいの創出を目指し、「居住」という視点から、

なかしべつ住まいとまちづくりスクールを開催し

ます。多くの方の参加をお待ちしています。 

　詳しくは、企画財政課（主幹）内線326まで。 

 

と　き　2月9日（木）午後1時30分～午後5時 

ところ　中標津経済センター　コミュニティホール 

対　象　どなたでも（申込不要） 

内　容　1部リレートーク 

　　　　～10名の方が色々な切り口から住み心地を語る～ 

　　　　2部オープンディスカッション 

　　　　～市街地活性化と住環境についての議論～ 

　　　　（コーディネーター：小林英嗣　北海道大学教授） 

開催のお知らせ 

【1日目】 【1日目】2月１１日（土）　開場／午前１０時～午後8時 
・開会式・交通安全祈願餅まき大会・抽選会……午前11時～ 
・雪上ジャンボサッカー……………………………午後12時～ 
・スノーフェスタ（よさこい）……………………午後  2時～ 
・「スーパードッジボール」INなかしべつ………午後  2時30分～ 
・とく蔵くん！！おしるこ無料提供………………午後  5時～ 
・ファミリー雪像入賞発表…………………………午後  6時～ 
・クイズ「ダンプアップバトル」…………………午後  7時～ 
 

【2日目】 【2日目】2月１2日（日）　開場／午前9時～午後4時 
・中標津地区耐寒ラジオ体操…………………………午前  9時30分～ 
・小学生対抗雪合戦……………………………………午前10時15分～ 
・手作りアイスクリーム体験！（1回目） …………午前11時30分～ 
・滑り台タイムトライアル……………………………午後12時～ 
・和太鼓演奏……………………………………………午後12時30分～ 
・手作りアイスクリーム体験！（2回目） …………午後  1時～ 
・ストラックアウト……………………………………午後  1時30分～ 
・閉会式（提灯抽選会）………………………………午後  2時30分～ 

　＜閉会式終了後、雪印ハイ！チーズケーキ無料配布＞ 




